第5回殺虫剤抵抗性対策シンポジウム　事前アンケート

■　開催日時 ：  2025 年 12 月 19 日（金曜）　10：00～17：00
■　会場 　： 対面（会場・東京）とオンライン（Zoom）のハイブリッド開催
■　テーマ 　： 発生生態の理解からはじめる難防除害虫管理と殺虫剤抵抗性対策～斑点米カメムシを例に～

	御所属
	
	御氏名
	

	1. 御関心のあるテーマにチェック☑してください。複数をチェックしていただいても結構です。

☐ (講演１) 「予防・予察」に重点を置いた総合防除の一層の推進と現場への浸透
藤井達也・岡田和秀（農林水産省　消費・安全局　植物防疫課）
☐ (講演２) 斑点米カメムシ類の発生予測・薬剤散布連絡システムの開発
～予察による適期防除の視点から～
松倉啓一郎（農研機構　植物防疫研究部門）
☐ (講演３) 東北地域における斑点米カメムシ類の発生動向および防除対策
大友令史1・吉田雅紀2（1岩手県植物防疫協会・2岩手県宮古農林振興センター）
☐ (講演４) 愛知県におけるイネカメムシの発生生態と殺虫剤抵抗性の発達
～ミナミアオカメムシとの比較から～
石川博司（愛知県農業総合試験場）
☐ (講演５) 福岡県の水稲栽培における斑点米カメムシ類の防除対策と課題
清水信孝（福岡県農林総合試験場）
☐ (講演６) 複数剤併用と防除強度の最適化による抵抗性遅延：理論からの示唆
須藤正彬（農研機構　植物防疫研究部門）




	2. 上記の講演に対して, または関連した内容で質問したい事項や御意見をお書きください。
シンポジウムの円滑な進行を図るため, いただいた御質問や御意見は当日の講演内および質疑応答
において演者に回答いただく予定です。

	（記入欄）




	3. 最後に以下についてお書きください。
総合討論では, 「少ない防除の選択肢を最大限に活用するには？　～斑点米カメムシ類～」というテーマで討議します。害虫管理における「発生生態の正しい理解の重要性」と, 薬剤ローテーションのみに頼らない殺虫剤抵抗性対策をどのように実践すべきかについて, 積極的な御提言や御意見をお寄せください。
また, 本討議に関連して生産現場における殺虫剤抵抗性の事例（例：現場で困っていること等）や御意見をお書きください。いただいた御意見は当日の討議にて取り上げさせていただく予定です。

	（記入欄）


	回答期限　１２月９日（火曜）
メールでシンポジウム事務局　irm-sympo_5@agroipm.sakura.ne.jp　までお送りください。



